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研究ノート

北海道勇払郡厚真町宇隆Ⅰ遺跡
出土陶器の蛍光Ｘ線分析

佐　藤　由　紀　男※1・桑　　　　静※2・佐　藤　桃　子※3

1、分析の目的と測定方法

　北海道勇払郡厚真町教育委員会（担当、乾哲也氏）から提供された、宇隆Ⅰ遺跡出土陶器の蛍光Ｘ
線分析の結果を報告する。
　1959 年に出土した陶器の壺であり、完形に近い形に石膏で補填して復元されている。今回の分
析は復元に使用されなかった破片 3 片を対象とした（図 1 参照）。この壺は常滑窯製品と考えられ、
常滑編年の 2 型式期、暦年代は 1150 年を中心とする時期に位置付けられることが多い（八重樫
2012）。一般向けの書籍においても常滑窯製品とされ、常滑窯製品の一大消費地である平泉との関
係も注目されている（瀬川 2011）。ただし、常滑窯製品の研究者である中野晴久氏は、その可能性
がきわめて高いとはするものの、色調が常滑窯製品の特徴である褐色系ではなく、暗灰色系を呈する
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図 1　計測した宇隆Ⅰ遺跡出土の陶器 ( 番号は表 1 の枝番と一致 )
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ことから、断定することには疑
問が残るとし、北陸から東北の
未発見の窯で焼かれた可能性を
指摘している（中野 2012）。
　 今 回 は 破 片 の 3 片 に つ い
て非破壊による測定を実施し
（表 1 参照、3 点はそれぞれ枝
番 1 ～ 3）、佐藤・平原・三浦
（2014）に掲載した常滑窯製
品の非破壊測定結果と本年報に
掲載した非破壊測定結果（合わ
せて表 1 に転載）と比較する
ことによって、本資料の位置づ
けを試みることにした。

２ ３



50

　測定方法などについては本年報の **** 頁に掲載した方法と同様である。
なお、X 線分析顕微鏡 XGT-7200（HORIBA 製）を使用した測定を桑静が担当し、測定結果の分
析を佐藤由紀男と佐藤桃子が担当した。

2、分析結果

　常滑窯製品において 80%以上の資料に含まれている元素は Al・Si・K・Ti・Fe の 5 元素であるため、
本年報掲載の常滑窯製品の報告や佐藤・平原・三浦（2014）と同様に、Al-Si・Al-K・Al-Ti・Al-
Fe・Si-K・Si-Ti・Si-Fe・K-Ti・K-Fe・Ti-Fe の非破壊資料の分布図を作成し、宇隆Ⅰ遺跡のデータ
（◆で表示）を挿入した（図 2 ～ 6）。
　いずれの分布図においても宇隆Ⅰ遺跡のデータは常滑窯製品の分布範囲内であり、しかも比較的
データが集中する位置に分布していることが読み取れる。
　宇隆Ⅰ遺跡の 3 点の分析結果は、含有率が 1%に満たない元素を除外すれば、Al が 13.7 ～
14.45%、Si が 77.75 ～ 79.58%、K が 3.55 ～ 3.89%、Fe が 2.16 ～ 2.33%の範囲である。こ
れと一致する常滑窯製品は存在しないが、比較的近似したデータは、表 1 の通し番号 55 の常滑市鑓
場・御林 B 古窯出土の碗（サンプル名 A-6-4）と、通し番号 130-2 の南蛇ヶ谷 2 号窯出土の小碗（サ
ンプル名、南蛇ヶ谷 2 号窯 F-1-9）である。

3、まとめ

　宇隆Ⅰ遺跡出土陶器のデータは、常滑窯製品のデータと矛盾しないことが明らかになった。ただし
当然のことながら、今回の分析でこの資料が常滑窯製品であることが判明したわけではなく、常滑窯
製品と矛盾しないことが判明したということに過ぎない。

　本報告にあたっては、乾哲也氏、中野晴久氏、八重樫忠郎氏 < 五十音順 > からご教示をいただきま
した。厚くお礼申し上げます。
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図 2 元素分布図① ( 非破壊データ、以下同様 )
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図 3 元素分布図②
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図 4 元素分布図③
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図 5 元素分布図④
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図 6 元素分布図⑤
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表 1 蛍光Ｘ線分析データ ( 宇隆Ⅰ遺跡と常滑窯資料　非破壊データのみ )
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